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長崎市水道事業給水条例の一部を改正する条例
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1'条例の改正概要

①改正理由・内容

水道法改正に伴う水道法施行令改正により、同施行令第5条を引用している長崎市水

道事業給水条例中の関係条文の整理をしようとするもの。

水道法の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備及び経過措置に関する政令

水道法施行令が改正され、第5条「給水装置の構造及び材質の基準」が第6条に繰り下

げられナニ。(平成31年4月17日公布、令和元年10月1日施行)

長崎市水道事業給水条例

第39条(給水装置の基準違反に対する措置)において、水道法施行令第5条1給水装

置の構造及ぴ材質の基準」を引用している。

長崎市水道事業給水条例第39条中の「第5条」を「第6条」に改めるもの。

② 施行期日

令和元年10月1日

0



2 関係法令(水法施行)

新設

改正前

(布設工事監督者の資格)

第四条

(給水装置の構造及び材質の準)

(略)

第玉条法第十六条の規定による給水装置の造

及び材質は、次のとおりとする。

配水管への取付口の位置は、他の給水装

の取付口から三十センチメートル以上離れて

いること。

配水管への取付口における給水管の口径^

は、当該給水装による水の使用に比し、

しく過大でないこと。

配水管の水圧に影響を及ぼすおそれのある三

ポンプに直接連結されていない二と。

四水圧、土圧その他の荷に対して充分な耐

力を有し、かつ、水が汚染され、又は漏れる

おそれがないものであること。

五凍結、破壊、食等を防止するための適当

な措が講ぜられていること。

当該給水装以外の水管その他の設に直
^

接連結されていないこと。

七水槽、プール、流しその他水を入れ、又は

受ける器具、施設等に給水する給水装置にあ

つては、水の逆流を防止するための適当な措

がぜられていること。

2 前項各号に規定する準を適用するについて

必要な技術的細目は、生労省令で定める。

第六条法第十六条の規定による給水装置の構造

及び材質は、次のとおりとする。

配水管への取付口の位置は、他の給水装置

の取付口から三十センチメートル以上雛れて

いること

一配水管への取付口における給水管の口径

は、当該給水装置による水の使用に比し、

著しく過大でないこと。

配水管の水圧に影を及ぼすおそれのある三

ポンプに直接連結されていない二と。

四水圧、土圧その他の荷に対して充分な耐

力を有し、かつ、水が汚染され、又は漏れる

おそれがないものであること。

五凍結、破壊、食等を防止するための適当

な措置がぜられていること

当骸給水装以外の水管その他の設備に直
^

接連結されていないこと。

七水槽、プール、流しその他水を入れ、又は

受ける器具、施設等に給水する給水装置にあ

つては、水の逆流を防止するための適当な措

がぜられていること

2 前項各号に規定する準を適用するについて

必要な技術的細目は、厚生労省令で定める。

(法第十一条第二項に規定する給水人口の基準)

第四条法第十一条第二項に規定する政令で定め

る準は、給水人口が五干人であることとする。

改正後

(布設工事監督者の'格)

第五条

(給水装置の造及び材質の基準)

(略)



3 長崎市水道業給水条例新旧対照表

(給水装置の基準違反に対する措置)

第39条管理者は、給水装置の構造及び材が、

水道法施行令(昭和32年政令第336号。以下「政

令」という。)篁巨金に規定する給水装の

造及び材質の準に適合していないときは、

使用者等の給水の申込みを拒み、又は使用者

等が当該給水装をその準に適合させるま

での間使用者等に対する給水を停止すること

ができる。

2 管理者は、給水装が、指定給水装工

業者の施行した給水装工事に係るものでな

いときは、使用者等の給水の申込みを拒み、又

は使用者等に対する給水を停止することがで

きる。ただし、法第16条の2第3項の生労働

省令で定める給水装の軽微な変更であると

き、又は当該給水装の構造及ぴ材が政令

第5条に規定する基準に適合していることを

確認したときは、この限りでない

現行

(給水装置の基準違反に対する措置)

第39条管理者は、給水装の造及ぴ材が、

水道法施行令(昭和32年政令第336号。以下「政

令」という。)篁旦金に規定する給水装の構

造及び材質の準に適合していないときは、

使用者等の給水の申込みを拒み、又は使用者

等が当該給水装をその準に適合させるま

での間使用者等に対する給水を止すること

ができる。

2 管理者は、給水装置が、指定給水装置工事事

業者の施行した給水装工に係るものでな

いときは、使用者等の給水の申込みを拒み、又

は使用者等に対する給水を停止することがで

きるただし、法第16条の2第3項の厚生労働

省令で定める給水装の軽微な変更であると

き、又は当該給水装置の構造及ぴ材が政令

第6条に規定する準に適合しているにとを

確認したときは、この限りでない

改正案


